
パ
　
ウ
　
リ
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の
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理
學
現
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井
　
勝
　
二
　
郎

　
　
　
｛
買
胎
仔
心
理
學
は
、
フ
エ
ヒ
子
ル
、
ヅ
ン
ト
以
來
臼
凹
然
科

　
　
學
ご
等
し
く
、
精
密
諸
藩
た
ら
む
こ
ご
を
発
め
た
の
で
あ

　
　
る
が
、
今
日
い
ま
な
ほ
其
の
地
位
を
獲
る
に
い
た
ら
澱
の

　
　
は
何
に
難
く
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
バ
ウ
ソ
は
方
法
の
上
よ
り
、
理
論
の
上
よ
り
、
．
更
に
は

　
　
一
般
二
期
の
不
足
の
上
よ
り
、
こ
の
現
歌
を
説
明
し
淀
。

　
　
　
第
一
、
今
日
の
心
理
霊
的
實
験
は
、
そ
の
適
用
の
画
廊

　
　
も
、
讃
明
力
も
共
に
不
充
分
で
あ
る
。
近
講
論
雫
の
中
心

　
　
こ
な
っ
た
組
織
的
實
験
的
内
省
の
問
題
が
そ
の
適
例
で
あ

　
　
る
ぐ
企
長
島
に
生
起
せ
し
め
た
思
考
過
程
を
其
の
直
後
に

　
記
述
し
、
こ
れ
を
用
み
て
思
考
作
用
を
説
明
し
や
う
こ
す

　
　
る
試
み
は
萬
人
の
承
認
を
得
る
に
い
た
ら
す
、
又
當
初

鰯
豫
期
し
た
ほ
ざ
の
進
歩
も
益
し
て
み
な
い
。
其
の
外
、
注

玉　
　
　
　
　
　
　
パ
ウ
リ
氏
の
心
理
學
現
…
状
論

意
及
び
意
識
の
範
園
を
實
験
的
に
測
定
せ
む
ご
し
、
戚
情

知
過
ご
身
心
動
作
随
現
象
ご
の
問
に
一
義
的
の
相
依
關
係

を
た
て
む
ご
す
る
企
て
も
成
功
す
る
こ
ビ
は
田
干
な
か
っ

た
。
あ
ら
ゆ
る
心
理
學
の
標
準
的
認
識
源
を
な
す
も
の
は

内
省
で
あ
る
か
ら
、
莫
の
理
論
が
立
ち
で
は
じ
め
て
こ
れ

ら
方
法
上
の
周
題
は
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の

根
本
を
欠
い
て
、
枝
葉
の
み
に
は
し
る
こ
ご
が
不
満
足
な

る
讃
歌
を
遣
し
た
主
な
る
理
由
で
あ
る
。

　
第
エ
は
理
論
上
の
問
題
で
あ
ろ
が
、
元
來
、
主
槻
的
事

書
の
解
騨
に
は
い
ろ
い
ろ
な
見
解
が
た
て
ら
れ
る
の
で
、

就
中
、
生
理
學
的
解
繹
ご
心
理
静
的
解
輝
ε
の
封
立
の
可

能
の
如
き
は
共
の
適
列
で
あ
る
。

　
懐
中
時
計
の
晋
の
如
き
微
溺
な
刺
戟
の
場
合
に
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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八
十
一
號

る
襟
な
無
量
畳
的
時
期
は
、
注
意
の
動
揺
ご
し
て
も
、
又

戚
宮
の
状
態
墾
化
こ
し
て
も
理
解
せ
ら
れ
る
。
エ
ー
ベ
ル

民
法
則
の
場
合
に
於
て
も
同
機
で
あ
る
。
こ
、
に
心
理
病

的
現
象
に
は
常
に
こ
れ
に
俘
随
並
行
す
る
生
理
學
的
現
象

の
存
在
を
假
嚇
す
べ
き
も
の
こ
す
る
限
り
は
、
前
者
の
概

念
は
後
者
の
概
念
の
下
に
お
さ
め
ら
れ
從
て
心
理
學
的
現

象
の
俘
随
の
有
無
に
拘
ら
す
、
こ
れ
ら
の
事
實
は
皆
生
理

的
事
實
に
從
癒
す
る
も
の
こ
い
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
理
論
的
見
解
の
相
反
封
ず
る
他
の
事
例
は
一
経
験
の
特

性
の
輩
純
、
食
切
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
。
塞
聞
知
畳
に

就
い
て
、
生
得
説
で
は
、
こ
れ
を
原
本
的
な
、
そ
れ
以
上

永
原
す
べ
か
ら
ざ
る
意
識
内
容
な
り
ε
す
る
に
醤
し
、
経

験
説
は
、
密
議
種
々
な
る
威
畳
や
知
畳
の
融
合
な
り
ε
す

る
。
　
こ
れ
ご
密
接
に
閣
亡
し
て
次
に
は
心
的
無
位
の
数
及
び

薦
性
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
本
い
て
、
聯
想
心
理
學
、

統
畳
心
理
學
乃
至
は
作
用
心
理
學
の
常
民
が
あ
る
。
右
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

爾
…
者
は
戚
畳
ご
其
の
記
憶
像
ご
の
み
を
以
て
足
れ
り
こ
せ

す
、
更
に
特
殊
的
要
素
的
な
る
懇
情
、
注
意
、
意
志
、
乃

至
は
思
考
過
程
を
も
假
定
す
る
。
か
の
無
意
識
的
精
淋
過

程
又
は
傾
向
に
醸
す
る
論
孚
亦
こ
れ
に
属
す
る
。

　
心
理
學
の
理
論
的
方
面
の
こ
の
不
一
致
は
何
に
本
く
の

で
あ
ら
う
か
。

　
今
購
、
理
化
學
の
示
す
偉
大
な
る
結
果
は
、
ひ
ざ
り
、

造
面
的
方
法
の
み
か
ら
は
理
解
せ
ら
べ
く
も
な
い
Q
他
方

更
に
、
理
論
…
一
精
確
に
い
へ
ば
数
理
i
ご
實
験
こ
の
理

念
上
の
頭
並
か
ら
も
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
澱
。
理
論
は
實
験

上
の
結
果
を
一
般
鮒
の
假
定
か
ら
誘
導
し
、
實
験
は
屡
々

理
論
的
假
定
の
画
然
の
愛
重
を
與
へ
る
。
マ
ヅ
ク
ス
エ
ル

氏
公
式
を
ヘ
ル
ツ
氏
の
實
験
が
實
謹
し
た
如
き
は
、
か
、

る
相
互
踊
係
の
好
適
例
で
あ
る
Q
幌
近
理
化
學
の
偉
大
な

る
結
果
は
多
く
は
こ
、
に
い
ふ
霜
互
更
訂
の
賜
餐
ビ
も
い

ふ
べ
く
、
近
く
は
餉
狩
子
論
上
大
切
た
伊
る
音
脚
義
を
保
つ
ッ
ェ

ー
マ
ン
氏
効
果
の
石
見
、
物
質
構
造
上
の
特
殊
な
假
説
ご



　
　
食
言
あ
る
X
線
の
本
性
に
就
い
て
の
ラ
ウ
エ
民
の
實
験
の

　
　
如
き
又
適
例
た
る
を
失
は
ぬ
。

　
　
　
生
物
學
も
亦
精
密
的
自
然
科
墨
き
同
標
で
あ
っ
て
、
植

　
　
量
減
も
動
物
學
も
解
剖
學
も
、
軍
曹
に
経
験
上
の
研
究
の

　
　
み
で
は
足
ら
す
、
進
化
論
を
倹
ち
で
は
じ
め
て
董
的
君

　
　
る
理
論
上
の
断
罪
を
得
た
の
で
あ
る
Q
心
理
學
の
現
状
ば
．

　
　
い
ろ
い
ろ
の
黙
で
生
物
學
の
初
期
に
類
し
て
み
る
。

　
　
　
理
論
王
の
見
解
は
、
多
く
は
、
心
理
學
上
自
家
周
有
の

　
　
結
果
よ
り
來
ら
す
し
て
、
他
の
哲
學
欝
欝
科
、
論
理
學
、

　
　
認
識
論
及
び
形
而
上
墨
・
よ
り
假
署
す
る
。
エ
ー
ベ
ル
氏
法

　
　
則
の
精
齢
物
理
端
的
解
騨
の
如
き
、
マ
〈
は
ヅ
ン
ト
の
心
理

　
言
及
び
暫
學
に
於
け
る
黒
黒
や
意
志
の
役
濤
の
如
…
き
、
照
門

　
　
し
く
こ
の
種
の
古
典
蘭
好
適
例
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
等
の
事
實
に
号
し
て
、
心
理
學
は
、
自
塚
両
有
の

　
　
理
論
的
學
説
を
建
設
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
Q
か
、
る
理
論
心
理

　
學
の
任
務
は
、
種
々
な
る
心
理
塁
上
の
學
説
及
び
其
の
中

　
　
に
含
ま
れ
る
説
明
原
理
を
組
織
的
に
加
工
改
造
し
て
連
驕

二一　
　
　
　
　
　
　
パ
ウ
リ
氏
の
心
遡
學
現
炊
論

ご
誘
導
こ
の
本
來
の
目
的
に
叶
ふ
襟
に
す
る
こ
ご
で
あ
ら

》
フ
。

　
か
模
な
方
法
上
及
び
理
論
上
の
芳
志
ご
並
ん
で
更
に
第

三
の
困
難
な
る
事
情
ご
も
い
ふ
べ
き
も
の
は
、
今
日
の
心

．
理
學
・
に
は
、
エ
ネ
川
福
二
不
滅
の
法
期
又
は
生
物
獲
達
の

根
本
法
則
の
如
急
、
包
括
的
な
確
報
を
欠
く
こ
ξ
で
あ
乃
。

心
事
エ
ー
ベ
膨
民
法
則
や
フ
エ
ヒ
ネ
川
氏
公
式
に
か
け
ら

れ
て
る
た
希
望
ば
、
満
足
せ
ら
る
、
に
い
た
ら
す
、
爾
來

平
な
る
實
験
的
研
究
は
み
な
新
な
る
規
期
性
を
も
セ
ら
．
し

元
。
し
か
も
そ
の
要
當
範
園
は
多
く
は
荻
小
さ
な
く
こ
も

疑
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
類
似
の
事
實
へ
類
推
．

し
や
う
に
も
、
「
薦
め
場
合
の
條
件
の
複
雑
な
る
た
め
に

多
く
は
不
可
能
に
罷
り
、
さ
な
く
ご
も
、
た
や
多
く
の
留

保
早
寝
の
下
に
の
み
螢
ま
れ
得
る
に
愚
ぎ
ぬ
。

　
記
憶
研
究
の
如
き
適
例
で
あ
る
。
被
験
者
の
異
な
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ら

從
て
、
個
殉
半
煮
の
異
な
る
に
從
て
更
に
は
材
料
や
そ
の
瞬

聞
の
傾
向
に
從
ひ
、
共
度
毎
に
結
果
は
別
個
の
も
の
ε
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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り
、
し
か
も
こ
れ
ら
は
器
械
的
記
憶
に
樹
し
て
の
み
に
妥

當
な
る
に
す
ぎ
ず
、
撃
て
、
自
然
的
記
憶
を
理
解
す
る
上

に
は
寄
撮
す
る
ε
こ
ろ
｝
履
僅
少
で
あ
る
。

　
か
、
る
心
理
細
濁
特
の
地
位
は
一
部
分
は
其
の
取
扱
ふ

甥
象
の
本
性
に
も
基
く
ご
は
い
へ
、
他
方
叉
そ
の
原
因
は

研
究
相
互
聞
の
内
面
的
連
關
の
映
乏
に
あ
る
や
勿
論
で
あ

る
。
　
吾
入
は
屡
々
新
駅
の
問
題
の
た
め
に
蕉
來
の
問
題
を
聖

母
に
扱
ひ
、
求
む
る
事
實
材
料
を
完
成
す
る
こ
ご
を
忽
せ

に
す
る
の
で
あ
る
か
近
代
心
理
學
の
壁
頭
に
立
つ
た
エ
ー

譜、

許
ｯ
法
期
の
事
實
の
如
き
は
、
そ
の
著
し
き
事
例
で
あ

る
。
今
日
に
い
元
り
て
、
な
ほ
そ
の
妥
當
範
園
や
解
騨
の

定
ま
ら
澱
は
、
幽
囚
に
は
、
剴
切
な
る
研
究
を
欠
く
こ
と

に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
要
之
、
心
理
學
が
内
面
的
に
閉
合
完
成
し
た
経
験
科
學

ご
し
て
猫
号
す
る
に
い
た
る
過
程
は
今
臼
は
な
ほ
未
だ
完

結
し
て
み
な
い
こ
ご
は
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
入

　
　
　
　
　
の

　
右
は
パ
ウ
リ
が
其
著
心
的
含
則
性
論
の
第
一
章
、
心
理

學
現
状
批
到
の
大
意
で
あ
る
が
、
以
下
章
を
追
う
て
エ
ー

ベ
ル
氏
法
期
の
問
題
、
並
に
そ
れ
に
連
畏
し
た
事
柄
を
取

扱
ひ
、
こ
の
研
究
の
現
駿
を
明
に
し
、
こ
れ
に
よ
り
て
心

的
含
母
性
の
問
題
を
ε
か
む
ご
し
た
の
で
あ
る
。

　
此
は
エ
ー
。
へ
川
園
法
則
の
解
鐸
に
就
い
て
は
、
生
理
學

的
解
騨
の
至
當
な
る
べ
き
を
認
め
其
の
要
當
の
範
圃
を
擾

如
し
、
ひ
ご
り
成
豊
、
知
兜
の
範
團
に
止
ら
す
、
更
に
記

憶
表
象
の
方
面
に
も
及
ぼ
し
、
同
時
に
こ
の
法
則
を
贋
義

に
解
し
て
、
主
槻
的
確
は
、
共
の
閥
係
す
る
質
量
に
從
ひ

當
初
は
迅
癒
に
、
次
に
著
し
く
蓬
滞
し
て
、
つ
ひ
に
限
界

量
に
い
た
る
こ
な
し
、
こ
れ
を
縮
慣
性
律
ε
よ
び
、
心
的

合
母
性
中
．
重
要
な
る
耳
翼
を
な
す
も
の
な
り
ご
し
だ
。

　
實
験
心
理
學
者
が
一
方
、
具
膿
酌
材
料
の
蒐
集
の
上
に

鋭
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
そ
の
方
法
手
績
に
重
て
、
盆
々
精

密
剴
切
な
ら
む
こ
ご
を
期
す
べ
き
ご
共
に
、
他
方
、
い
は

ば
抽
象
的
こ
も
見
る
べ
き
統
一
的
綜
合
的
見
地
の
確
立
の



　
方
面
に
も
、
不
二
の
注
意
を
彿
ふ
こ
ご
を
忽
諸
に
附
し
て

　
　
　
　
　
ゆ

　
は
な
ら
ぬ
。
近
時
、
か
や
う
な
黙
を
力
説
す
る
學
者
の
漸
く

　
多
い
の
は
或
は
良
，
も
す
れ
ば
こ
の
方
面
を
忘
れ
勝
ち
な

　
時
弊
へ
の
「
反
謹
ε
も
み
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
材
料
に
趨
る
も
の
は
、
理
論
を
忽
に
し
ゃ
す
く
、
組
織

　
化
に
偏
す
る
も
の
は
内
容
を
問
ふ
に
暇
な
し
ご
み
ゆ
る
場

　
　
合
が
多
い
。
こ
の
際
パ
ウ
ソ
が
特
に
、
理
論
ご
實
験
ご
の

　
連
關
に
科
學
登
達
の
中
心
條
ハ
件
を
認
め
元
の
は
、
何
等
新

　
奇
な
定
言
で
は
な
い
ま
で
も
、
時
弊
に
中
る
ε
い
ふ
意
味

　
　
で
傾
賠
に
値
し
や
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
近
頃
の
交
献
で
、
リ
ン
ザ
ブ
ル
ス
キ
イ
が
理
論
的
心
理

　
學
に
醤
し
て
叫
ぶ
ご
こ
ろ
が
、
こ
れ
ご
同
一
傾
向
を
示
す

　
　
も
の
ε
み
ら
れ
て
、
興
昧
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
一
年
十
∴
刀
ご
十
「
日
稿
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